
損要第 1 号様式（第 7 条関係） 
 

火 災 損 害 申 告 書 
平成  年  月  日

富田林市消防長 様 
申告者  住 所 

  職 業 
氏 名           印 

年  月  日生（   歳）

              電 話  
年  月  日の火災によって次のようにり災しましたので申告します。

り 災 場 所  

り 災 世 帯 世帯  男    名   女     名 計    名

保険会社名 契約年月 動 産（万円） 不動産（万円）

    
    

損 害 保 険 
加 入 状 況 

    
り 災 世 帯 員 

氏   名 続柄 年令 氏   名 続柄 年令 
      
      
      
      
      

り 災 建 物 の 損 害 額 
造   葺   塗（張）地上  階 地下  階建 用途 

建築面積        ㎡  延面積        ㎡  建築年月   年  月

建築（購入）価格       円 増改築年月･面積･費用 
造   葺   塗（張）地上  階 地下  階建 用途 

建築面積        ㎡  延面積        ㎡  建築年月   年  月

建築（購入）価格       円 増改築年月･面積･費用 
注意事項 
１. この申告書は、消防法第３４条によって提出を求めるもので、理由なく提出せず、又は

虚偽の申告をした場合は、消防法第４４条によって処罰されることがあります。 
２. この申告書は、特別な場合を除いて、受け取ってから７日以内に提出してください。 

 



損要第１号様式の２ 
構 築 物 の 損 害 額 

物 件 名 経過年数 構造・数量・面積等 金 額 ※査定額 
     
     

車 両 の 損 害 額 
所 有 者 車 名・型 式 購入年月 購入価格 ※査定額 

     
     
     

林 野 の 損 害 額 
り 災 場 所 焼損面積 損害額 ※査定額 

    
    

そ の 他 の 損 害 額 
物 件 名 数 量・面 積 等 金 額 ※査定額 

    
    

り 災 物 品 の 損 害 状 況 
品   名 数量 使用年数 購入金額(円) 損害区分 ※査定額 

    焼･水･その他  
    焼･水･その他  
    焼･水･その他  
    焼･水･その他  
    焼･水･その他  
    焼･水･その他  
    焼･水･その他  
    焼･水･その他  
記入要領 １．「り災建物の損害額」の用途欄は、住宅、店舗、共同住宅、工場等り災前に

使用していた用途を記入してください。 
     ２．「建築(購入)価格」欄は、建物のみの価格を記入してください。(土地の価格

を含まない。) 
     ３．「構築物の損害額」の物件名欄は、塀、看板等の別を記入し、構造は具体的

に記入して下さい。 
     ４．「損害区分」欄の「焼」は、焼けたもの、熱で変形したもの、煙で汚れたも

のなど。「水」は、消火により濡れたもの、破損したものなど。「その他」

は持ち出し等により破損したもの及び爆発で破損したものなど。 
     ５．※印の欄は記入しないで下さい。 

 



損要第１号様式の３ 
品   名 数量 使用年数 購入金額（円） 損害区分 ※査定額 

    焼･水･その他  
    焼･水･その他  
    焼･水･その他  
    焼･水･その他  
    焼･水･その他  
    焼･水･その他  
    焼･水･その他  
    焼･水･その他  
    焼･水･その他  
    焼･水･その他  
    焼･水･その他  
    焼･水･その他  
    焼･水･その他  
    焼･水･その他  
    焼･水･その他  
    焼･水･その他  
    焼･水･その他  

    焼･水･その他  
    焼･水･その他  
    焼･水･その他  
    焼･水･その他  
    焼･水･その他  
    焼･水･その他  
    焼･水･その他  
    焼･水･その他  
    焼･水･その他  
    焼･水･その他  
    焼･水･その他  
    焼･水･その他  
    焼･水･その他  
    焼･水･その他  
    焼･水･その他  
    焼･水･その他  
    焼･水･その他  
    焼･水･その他  
    焼･水･その他  
 


